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一
　
は
じ
め
に
　
第
二
次
大
戦
後
の
社
会
保
障
制
度
の
国
際
的
規
模
で
の
普
及
と
展
開
は
、
新
自
由
主
義
の
理
念
の
も
と
に
復
興
す
る
過
程
で
み
ず
か
ら
の
「
援
護
国
家
」
化
を
大
い
に
き
ら
っ
た
西
ド
イ
ツ
を
も
、
実
質
制
度
的
に
は
、
や
は
り
席
捲
し
た
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
と
は
い
え
、
西
ド
イ
ツ
建
国
後
間
も
な
く
従
来
の
社
会
保
障
的
諸
制
度
の
全
面
的
改
革
お
よ
び
体
系
化
が
国
民
的
課
題
と
な
っ
た
と
き
、
社
会
保
険
を
制
度
的
支
柱
と
し
て
き
た
ド
イ
ッ
社
会
政
策
の
伝
統
は
、
全
市
民
の
生
活
保
障
を
基
本
理
念
と
す
る
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
的
社
会
保
障
思
想
と
は
か
な
り
独
自
に
異
な
っ
た
社
会
保
障
構
想
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
一
九
五
二
年
以
降
西
ド
イ
ッ
で
本
格
化
し
た
社
会
保
障
改
革
を
め
ぐ
る
「
社
会
改
革
」
論
議
は
、
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
思
想
、
と
り
わ
け
「
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
」
（
一
九
四
二
年
）
か
ら
、
一
定
の
無
視
で
き
な
い
影
響
を
う
け
、
フ
ラ
ッ
ト
原
則
に
も
と
づ
く
全
市
民
へ
の
公
費
負
担
基
礎
年
金
構
想
な
ど
を
ふ
く
む
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
思
想
と
手
法
と
が
、
批
判
的
に
受
容
さ
れ
た
経
緯
を
も
つ
。
西
ド
イ
ツ
社
会
政
策
学
界
に
お
け
る
近
代
理
論
を
代
表
す
る
ア
ヒ
ン
ガ
ー
（
ｺ
｡
β
c
器
品
e
｢
｣
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ッ
ケ
ン
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ロ
ー
ト
（
G
･
y
ヽ
[
a
Q
r
e
n
S
t
ど
､
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
プ
レ
ラ
ー
（
L
･
り
r
匹
e
r
)
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
リ
ュ
１
－
‐
・
ネ
ン
ド
ン
ク
（
H
･
L
叫
n
Q
n
d
呂
k
)
ら
、
総
勢
十
九
名
の
専
門
家
が
、
一
九
五
三
年
一
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
赴
き
、
コ
ウ
バ
ー
ン
（
の
・
の
8
k
r
回
n
)
､
テ
ィ
ト
マ
ス
（
R
.
M
.
T
i
t
m
u
s
s
)
’
ピ
ー
コ
ッ
ク
（
y
･
H
･
吻
e
a
8
沁
)
ら
イ
ギ
リ
ス
社
会
保
障
計
画
の
指
導
者
た
ち
と
協
議
し
て
い
る
事
実
は
、
示
唆
的
で
あ
る
し
、
と
く
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
間
接
的
に
な
が
ら
「
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
」
の
策
定
に
参
加
し
た
経
歴
を
も
つ
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
(
g
･
y
u
e
き
a
c
ど
を
中
心
に
、
「
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
」
に
お
け
る
三
前
提
―
完
全
雇
用
、
総
合
的
な
保
健
・
社
会
復
帰
の
制
度
、
児
童
手
当
判
１
１
に
、
問
題
状
況
の
新
し
さ
を
看
取
し
て
い
た
。
　
し
か
し
も
と
よ
り
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
改
革
論
の
台
頭
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
型
社
会
保
障
整
備
の
動
向
の
た
ん
な
る
一
方
的
な
受
容
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
社
会
保
障
」
の
全
面
展
開
へ
の
批
判
的
視
点
を
さ
え
内
包
し
つ
つ
、
基
本
的
に
は
、
ド
イ
ッ
自
前
の
社
会
政
策
の
実
践
と
思
想
と
の
歴
史
的
遺
産
の
う
え
で
展
開
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
九
四
六
年
八
月
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
大
衆
集
会
で
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
ド
イ
ツ
社
会
政
策
の
伝
統
の
「
誇
り
」
を
訴
え
、
「
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
計
画
」
に
対
し
て
、
「
そ
の
よ
う
・
な
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
は
す
で
に
過
去
三
十
年
来
保
有
し
て
い
る
」
、
と
演
説
し
て
い
た
。
　
で
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
新
し
い
社
会
保
障
論
の
台
頭
は
、
旧
来
の
ド
イ
ツ
社
会
政
策
の
伝
統
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
位
相
連
関
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
連
関
を
め
ぐ
る
社
会
政
策
理
論
上
の
問
題
性
、
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
改
革
論
に
内
包
さ
れ
た
ド
イ
ツ
社
会
政
策
思
想
史
上
の
諸
系
譜
の
存
在
態
様
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
わ
が
国
で
も
少
数
な
が
ら
先
駆
的
な
接
近
の
試
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
の
う
ち
、
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
論
な
い
し
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
｛
Q
a
e
}
F
r
f
?
p
o
o
t
{
k
｝
論
に
注
ぎ
こ
ん
で
い
る
ド
イ
ツ
社
会
政
策
思
想
史
上
の
諸
系
譜
に
か
ん
し
て
は
、
「
社
会
学
」
的
社
会
政
策
論
の
流
れ
、
新
自
由
主
義
｛
F
o
}
F
a
a
F
m
s
）
の
経
済
社
会
理
論
、
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
の
伝
統
の
存
在
が
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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以
下
の
小
論
は
、
右
の
諸
系
譜
の
な
か
で
と
く
に
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
の
伝
統
が
、
一
九
五
七
年
の
年
金
改
革
に
経
過
的
一
成
果
を
見
出
し
た
戦
後
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
改
革
論
の
な
か
で
し
め
る
位
置
を
解
明
す
る
た
め
の
予
備
作
業
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
の
現
代
的
状
況
と
そ
の
歴
史
認
識
と
の
一
端
を
な
り
と
も
、
模
索
し
よ
う
と
す
る
試
論
で
あ
る
。
－399－
　
　
　
　
　
　
ニ
　
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
の
現
代
的
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
新
し
い
問
題
状
況
が
し
ば
し
ば
古
い
思
想
を
新
た
な
装
い
の
も
と
に
呼
び
も
ど
す
こ
と
は
、
思
想
史
上
の
常
識
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
社
会
政
策
と
そ
の
思
想
と
は
、
た
と
え
ば
大
河
内
一
男
氏
の
古
典
的
著
作
『
独
逸
社
会
政
策
思
想
史
』
（
一
九
三
六
年
）
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
く
に
ド
イ
ツ
で
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
以
来
の
固
有
の
社
会
観
の
う
え
に
、
時
代
を
こ
え
て
新
し
い
社
会
経
済
状
態
に
変
幻
自
在
に
即
応
し
な
が
ら
常
に
自
己
を
主
張
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
社
会
政
策
の
な
か
で
一
つ
の
独
自
の
系
譜
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
の
系
譜
は
、
元
来
神
と
人
間
と
の
無
限
の
隔
絶
と
良
心
の
自
由
す
な
わ
ち
個
人
の
独
立
と
を
出
発
点
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
と
は
対
照
的
に
、
｛
身
体
｝
9
r
p
e
r
と
そ
の
諸
分
肢
（
び
e
d
e
r
と
い
う
身
分
的
有
機
体
教
義
）
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
特
有
の
厳
然
た
る
聖
職
階
層
制
と
に
守
ら
れ
、
政
治
的
に
は
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
特
異
な
、
し
か
し
「
ラ
イ
ヒ
」
成
立
以
来
ヮ
イ
マ
ー
ル
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
ま
で
常
に
安
定
勢
力
を
保
ち
つ
づ
け
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
た
る
「
中
央
党
N
e
n
t
r
u
m
a
p
a
r
l
｣
（
お
ょ
び
そ
の
後
裔
た
る
現
在
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
に
自
己
利
害
を
代
弁
せ
し
め
、
さ
ら
に
、
歴
代
ロ
ー
マ
教
皇
の
社
会
話
回
勅
と
の
相
互
作
用
を
は
ら
み
つ
つ
お
び
－400 －
た
だ
し
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
経
済
理
論
・
思
想
史
研
究
の
遺
産
に
裏
づ
け
ら
れ
て
、
カ
ト
リ
ツ
ク
社
会
政
策
思
想
の
強
靭
か
つ
豊
富
な
伝
統
を
形
成
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
一
九
七
五
年
以
降
、
「
ド
イ
ツ
連
邦
カ
ト
リ
ッ
ク
被
用
者
運
動
連
盟
」
細
集
に
よ
る
『
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
原
典
集
』
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営
に
お
け
る
最
初
の
本
格
的
な
近
代
社
会
政
策
論
者
と
目
さ
れ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ッ
テ
ラ
ー
｛
j
ぶ
F
e
}
m
帥
m
m
a
n
o
e
1
v
o
n
K
e
{
t
e
回
j
}
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↑
}
l
{
∝
7
7
り
一
八
五
〇
年
以
降
マ
イ
ン
ッ
司
教
｝
の
没
後
百
年
を
記
念
し
て
、
「
マ
イ
ン
ツ
科
学
文
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
委
託
の
も
と
に
、
一
九
七
七
年
以
降
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
イ
ザ
？
・
‐
・
総
編
集
の
『
ケ
ッ
テ
ラ
ー
全
集
』
（
全
四
部
、
第
一
部
全
五
巻
、
以
下
未
定
）
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
政
権
下
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
史
の
系
譜
に
対
す
る
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
関
心
は
、
不
断
に
更
新
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
で
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
現
代
社
会
政
策
の
問
題
状
況
の
な
か
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
系
譜
は
ど
の
ょ
う
な
理
論
的
思
想
的
役
割
連
関
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
・
か
。
こ
こ
で
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
改
革
論
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
の
浸
透
を
、
思
想
と
実
践
の
両
面
で
一
貫
指
導
し
た
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヘ
フ
ナ
ー
｛
｝
S
e
p
r
H
0
:
{
f
n
e
j
}
9
0
6
J
　
一
九
五
一
－
六
二
年
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
キ
リ
ス
ト
教
社
会
諸
科
学
教
授
、
そ
の
後
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
）
の
主
張
を
、
そ
の
根
本
社
会
論
に
限
定
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
と
い
う
の
は
、
ヘ
フ
ナ
ー
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
連
邦
政
府
に
よ
る
社
会
保
障
改
革
計
画
の
中
心
的
位
置
を
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
一
九
五
五
年
の
通
称
『
ロ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
報
告
書
』
（
図
o
9
e
ﾛ
f
e
r
e
｢
D
a
k
s
c
y
r
-
f
t
l
‐
－
。
連
邦
首
相
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
私
的
委
嘱
に
も
と
づ
く
、
ア
ヒ
ン
ガ
ー
ら
四
人
の
教
授
に
ょ
る
共
同
報
告
書
）
の
執
筆
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
保
障
論
の
代
表
的
理
論
家
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
社
会
保
障
と
自
己
責
任
－
Ｉ
一
○
の
指
導
原
理
」
と
題
し
て
一
九
五
三
年
に
発
表
さ
れ
た
ヘ
フ
ナ
ー
の
論
説
に
ょ
れ
ば
、
「
あ
－401－
ら
ゆ
る
社
会
政
策
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
は
、
そ
の
社
会
政
策
が
そ
れ
に
従
っ
て
自
己
整
序
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
秩
序
観
で
あ
る
」
が
、
「
こ
の
秩
序
観
は
人
間
観
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
ら
、
人
格
的
尊
厳
と
社
会
的
存
在
性
向
と
に
お
け
る
人
間
が
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
政
策
に
と
っ
て
の
規
範
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
つ
ま
り
敗
戦
と
占
領
後
の
東
西
冷
戦
構
造
の
顕
在
化
の
な
か
で
、
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
生
西
ド
イ
ッ
に
あ
っ
て
は
「
人
間
観
が
Ｉ
Ｉ
Ｉ
し
た
が
っ
て
社
会
政
策
に
お
け
る
人
格
的
要
素
が
ー
危
機
に
陥
っ
て
い
る
」
と
み
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）
ヘ
フ
ナ
ー
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
観
」
に
も
と
づ
く
十
箇
条
の
「
指
導
原
理
」
を
も
っ
て
、
社
会
政
策
の
革
新
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
－
　
一
、
「
人
間
そ
れ
自
身
は
、
自
分
お
よ
び
自
分
の
家
族
の
生
計
を
た
て
る
第
一
責
任
者
で
あ
る
。
」
　
二
、
「
仕
事
が
専
門
化
し
分
業
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
経
済
的
自
己
責
任
は
、
な
に
よ
り
も
堅
実
な
職
業
訓
練
お
よ
び
　
　
誠
実
な
職
業
履
行
に
お
い
て
こ
そ
、
実
現
さ
れ
る
。
」
　
三
、
「
経
済
的
自
己
責
任
お
よ
び
人
間
の
自
由
の
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
論
は
私
有
財
産
権
を
承
認
す
る
。
」
　
四
、
「
人
間
に
社
会
的
安
全
を
与
え
る
べ
き
第
一
の
、
最
も
直
接
的
な
諸
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
、
匿
名
の
国
家
的
巨
大
保
険
制
　
　
度
で
は
な
く
て
、
家
族
、
近
隣
、
地
方
自
治
体
、
企
業
な
ど
の
小
生
活
圏
で
あ
る
。
」
　
五
、
「
個
人
も
小
生
活
圏
も
と
も
に
対
処
で
き
な
い
よ
う
な
危
険
を
補
償
す
る
た
め
に
は
、
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ゃ
フ
ト
的
な
自
助
が
　
　
第
一
の
、
そ
し
て
そ
れ
が
目
的
を
達
す
る
ば
あ
い
に
は
優
先
す
べ
き
、
方
途
で
あ
る
。
」
　
六
、
「
国
家
が
社
会
保
障
に
役
立
つ
の
は
、
た
い
て
い
の
ば
あ
い
、
国
家
が
そ
の
市
民
の
個
人
的
責
任
、
家
族
そ
の
他
の
小
生
活
　
　
圏
の
配
慮
と
用
言
、
並
び
に
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
自
助
を
、
承
認
し
展
開
せ
し
め
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
で
あ
る
。
Ｌ
　
七
、
「
あ
る
窮
状
が
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
の
自
助
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
え
な
い
ば
あ
い
に
は
、
両
家
社
会
政
策
は
そ
の
最
優
先
的
使
－402－
　
　
介
を
、
〈
自
前
の
た
め
の
援
助
e
}
r
F
既
e
〉
に
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
・
。
Ｌ
　
ハ
、
「
現
代
社
会
で
は
職
業
人
の
大
部
分
が
従
属
的
な
賃
金
・
俸
給
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
国
家
が
こ
れ
ら
の
集
団
を
　
　
　
〈
基
本
的
ニ
ー
ズ
b
a
s
i
c
n
e
e
ｄ
唇
の
リ
ス
ク
か
ら
守
り
、
相
応
の
社
会
話
保
険
の
構
成
員
た
ら
し
め
る
、
法
的
義
務
を
負
っ
　
　
て
い
る
こ
と
を
、
正
当
化
す
る
。
」
　
九
、
「
さ
ま
ざ
ま
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
法
的
に
制
度
化
さ
れ
た
統
一
的
社
会
諸
保
険
が
存
在
す
る
ば
あ
い
に
は
、
個
人
的
諸
価
値
　
　
が
お
び
や
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
と
く
に
綿
密
周
到
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
　
十
、
「
全
面
的
な
国
家
援
護
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
観
と
一
致
し
え
な
い
。
と
い
う
・
の
は
、
前
者
は
あ
ら
ゆ
る
自
治
助
成
　
∽
u
b
s
i
d
i
a
r
i
t
a
t
の
ま
っ
た
く
の
否
定
と
し
て
、
自
己
責
任
を
破
壊
し
、
人
間
の
自
由
を
お
び
や
か
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
　
　
る
。
」
　
ヘ
フ
ナ
ー
を
一
代
表
者
と
す
る
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
・
社
会
保
障
論
の
基
本
構
成
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
社
会
構
成
員
の
経
済
的
自
己
責
任
を
基
本
命
題
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
補
完
す
る
も
の
は
、
な
に
ょ
り
も
ま
ず
家
族
、
近
隣
、
地
方
自
治
体
、
企
業
な
ど
の
「
小
生
活
圏
」
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
さ
ら
に
「
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
自
助
」
に
ょ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
そ
し
て
国
家
の
政
策
的
介
入
の
意
味
も
、
第
一
義
的
に
は
「
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ゃ
フ
ト
的
自
助
」
の
促
進
に
あ
り
、
つ
い
で
「
自
助
の
た
め
の
援
助
」
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
面
で
疾
病
、
失
業
、
災
害
、
老
齢
な
ど
に
よ
る
「
基
本
的
ニ
ー
ズ
」
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
保
険
制
度
の
法
制
化
義
務
を
承
認
し
つ
つ
、
他
面
で
は
、
「
全
面
的
な
国
家
援
護
」
は
、
　
「
人
間
の
自
由
」
と
「
自
己
責
任
」
お
よ
び
「
個
人
的
諸
価
値
」
を
お
び
や
か
す
も
の
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
自
己
責
任
」
や
「
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
自
助
」
に
ょ
っ
て
十
分
な
生
活
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
に
、
国
家
が
「
〈
社
会
保
障
〉
－403－
体
系
の
統
一
化
」
を
理
由
と
し
て
こ
れ
ら
を
動
揺
・
解
体
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
統
一
的
な
強
制
社
会
保
険
制
度
も
補
完
的
意
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
味
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。
　
個
人
か
ら
出
発
し
て
各
種
「
小
生
活
圏
」
を
経
て
諸
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
い
た
る
、
下
か
ら
の
各
レ
ベ
ル
で
の
自
助
の
積
み
上
げ
の
重
視
と
、
上
か
ら
の
国
家
社
会
政
策
の
強
権
的
・
画
一
的
介
入
の
排
除
と
い
う
、
右
の
基
本
的
フ
レ
イ
ム
ワ
ー
ク
の
特
質
は
、
と
く
に
「
自
助
の
た
め
の
援
助
」
原
則
に
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
フ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
〈
自
助
の
た
め
の
援
助
＞
原
則
は
、
現
代
の
活
力
化
政
策
V
i
t
a
l
p
o
l
i
t
i
k
の
要
請
に
こ
た
え
る
も
の
で
八
る
。
」
こ
れ
ま
で
の
社
会
政
策
は
「
年
金
そ
の
他
の
継
続
的
貨
幣
配
分
の
承
認
」
を
一
面
的
に
突
出
さ
せ
て
き
た
。
確
か
に
年
金
は
も
は
や
職
業
生
活
に
復
帰
し
え
な
い
ば
あ
い
に
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
｛
い
わ
ゆ
る
〈
社
会
復
帰
｝
″
e
r
a
回
ぽ
t
'
o
n
〉
」
の
可
能
な
人
々
に
つ
い
て
は
、
職
業
再
教
育
な
ど
に
よ
っ
て
生
計
の
自
立
化
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
〈
自
助
の
た
め
の
援
助
＞
が
意
味
す
る
も
の
は
、
社
会
的
再
分
配
で
は
な
く
、
社
会
的
投
資
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
離
陸
補
助
が
年
金
に
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
そ
の
理
由
は
、
た
ん
に
社
会
負
担
の
重
さ
と
社
会
給
付
の
受
給
者
数
と
の
危
機
的
増
大
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
そ
れ
は
む
し
ろ
「
人
間
自
身
の
た
め
に
」
要
請
さ
れ
る
。
人
間
は
か
れ
の
「
全
体
性
」
に
お
い
て
、
し
た
が
っ
て
「
活
力
化
政
策
的
に
」
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
な
ヘ
フ
ナ
ー
に
お
け
る
「
自
助
の
た
め
の
援
助
」
原
則
な
い
し
「
離
陸
補
助
」
優
先
の
視
角
は
、
「
人
間
の
自
由
」
と
「
自
己
責
任
」
お
よ
び
「
個
人
的
諸
価
値
」
を
第
一
義
的
に
重
視
す
る
「
人
間
観
」
に
照
応
し
、
私
有
財
産
権
の
承
認
と
、
「
社
会
主
義
の
幻
想
」
（
ソ
連
の
「
中
央
集
中
制
」
）
へ
の
厳
し
い
批
判
と
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
に
お
け
る
基
本
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
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－405－
二
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し
か
し
こ
こ
で
ま
ず
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
右
に
み
た
ヘ
フ
ナ
ー
の
社
会
保
障
論
の
理
論
構
成
を
貫
く
基
本
原
理
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
「
社
会
保
障
と
自
己
責
任
」
と
の
緊
張
の
調
整
の
所
在
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
ヘ
フ
ナ
ー
の
諸
論
著
を
展
望
し
よ
う
。
　
こ
の
「
社
会
保
障
と
自
己
責
任
と
の
緊
張
の
健
全
な
調
整
」
を
果
た
す
べ
き
「
カ
ギ
」
を
、
ヘ
フ
ナ
ー
は
内
的
社
会
構
成
原
理
な
い
し
社
会
秩
序
原
理
た
る
「
連
帯
性
原
理
∽
ｏ
巨
―
陥
忿
p
r
{
n
a
p
}
と
､
「
補
助
性
な
い
し
自
治
助
成
原
理
帥
u
r
呂
a
r
回
t
a
p
r
'
回
{
p
}
と
に
見
出
す
。
ま
ず
「
連
帯
性
b
o
h
d
a
n
t
a
t
j
と
は
、
「
互
い
に
保
証
し
あ
う
相
互
的
結
合
べ
e
r
ざ
u
n
d
e
n
r
I
t
お
よ
び
責
任
V
e
r
a
n
t
w
o
r
t
l
i
c
h
k
e
g
｣
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
「
人
間
の
人
格
性
と
社
会
性
と
に
同
時
に
付
帯
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
連
帯
性
原
理
」
は
、
「
一
方
で
は
存
在
的
・
相
互
的
な
個
人
と
社
会
と
の
結
合
（
連
帯
関
与
{
}
e
m
Q
F
v
a
s
{
r
r
k
u
n
g
}
に
も
と
づ
き
、
他
方
で
は
こ
の
存
在
行
動
か
ら
生
じ
る
道
徳
的
責
任
（
連
帯
責
任
G
e
m
Q
-
l
a
f
t
μ
n
g
）
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
原
理
は
存
在
論
的
o
n
t
r
訃
で
あ
る
と
同
時
に
倫
理
的
e
t
h
i
s
c
h
で
も
あ
る
。
」
次
に
、
「
補
助
性
∽
U
b
s
i
d
i
a
r
i
t
a
t
I
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
ラ
テ
ン
語
の
「
援
軍
、
予
備
隊
」
を
意
味
す
る
s
u
b
s
i
d
i
u
m
に
由
来
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
社
会
に
適
用
さ
れ
て
、
「
相
対
的
に
大
き
な
社
会
構
成
体
が
個
人
な
い
し
は
小
生
活
圏
に
対
し
て
と
る
補
足
的
で
援
助
的
な
措
置
」
の
意
味
が
付
与
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
「
そ
の
さ
い
〈
相
対
的
に
大
き
な
社
会
構
成
体
＞
は
、
通
常
、
国
家
ま
た
は
特
定
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
諸
機
関
を
さ
し
て
い
る
。
」
ヘ
フ
ナ
ー
に
ょ
れ
ば
、
「
補
助
性
原
理
」
に
根
拠
を
与
え
る
も
の
は
、
ま
ず
「
人
間
の
自
由
と
尊
厳
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
「
大
型
の
社
会
構
成
体
に
よ
っ
て
で
は
有
意
義
に
充
足
さ
れ
え
な
い
よ
う
な
課
題
と
権
利
と
を
所
有
す
る
小
生
活
圏
の
構
造
と
特
性
」
に
求
め
ら
れ
、
こ
の
根
拠
か
ら
、
「
補
助
性
原
理
は
小
生
活
圏
の
諸
権
利
を
保
護
す
る
」
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
　
し
か
も
こ
れ
ら
二
つ
の
原
理
は
た
ん
な
る
内
的
社
会
秩
序
原
理
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
保
障
体
系
の
編
成
原
理
と
し
－407 －
て
も
適
用
さ
れ
、
保
険
ぺ
e
r
s
{
l
Q
r
U
n
g
､
援
護
く
e
g
o
r
g
に
n
g
､
扶
前
哨
呼
S
r
g
e
は
「
連
帯
性
」
原
理
の
も
と
に
統
括
さ
れ
、
自
助
お
よ
び
、
「
個
人
や
小
生
活
圏
の
た
め
」
の
「
上
か
ら
下
へ
」
の
「
補
助
的
・
補
完
的
介
入
」
は
、
「
補
助
性
な
い
し
自
治
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
成
」
原
理
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
来
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
に
お
け
る
「
連
帯
性
」
概
念
は
、
今
世
紀
は
じ
め
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ペ
ッ
シ
ュ
（
H
e
-
n
r
{
c
r
t
e
s
c
ダ
}
8
訟
ｌ
｝
９
２
｀
）
に
ょ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
社
会
形
成
概
念
で
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
く
「
補
助
性
の
原
理
」
の
用
語
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
ビ
ウ
ス
十
一
世
の
一
九
三
一
年
の
回
勅
（
心
u
a
d
r
Q
g
e
器
m
o
§
n
o
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
そ
の
直
接
の
出
典
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
概
念
が
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
保
障
改
革
論
の
な
か
で
活
性
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
「
連
帯
性
」
と
「
補
助
性
」
と
に
集
約
さ
れ
る
社
会
思
想
な
い
し
社
会
哲
学
は
、
た
と
え
ば
社
会
主
義
思
想
史
な
ど
の
系
譜
と
は
別
箇
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
摘
出
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
端
の
確
認
は
あ
と
に
ま
わ
し
、
こ
こ
で
は
次
に
、
両
概
念
が
活
性
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
西
ド
イ
ツ
の
事
情
の
一
局
面
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
社
会
構
造
の
「
変
化
」
に
対
す
る
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
の
問
題
視
角
を
、
ヘ
フ
ナ
ー
に
し
た
が
っ
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
－408－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営
に
お
け
る
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
改
革
論
の
指
導
者
と
し
て
「
社
会
政
策
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
ヘ
」
の
推
転
の
必
要
性
と
必
然
性
と
を
説
く
ヘ
フ
ナ
ー
は
、
十
九
世
紀
以
来
の
ド
イ
ツ
の
社
会
政
策
の
諸
形
態
を
、
労
働
者
の
存
在
態
様
に
照
応
さ
せ
な
が
ら
三
つ
の
時
代
に
区
分
し
、
そ
の
こ
と
に
ょ
っ
て
「
古
い
型
の
社
会
政
策
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
ヘ
の
移
行
」
状
況
を
浮
き
ぼ
り
に
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
期
は
、
十
九
世
紀
前
半
の
｛
受
難
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
ぺ
e
H
p
r
O
}
e
t
a
『
回
e
o
n
n
の
時
代
』
、
第
二
期
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
今
世
紀
は
じ
め
に
い
た
る
「
階
級
闘
争
的
連
帯
の
時
代
」
、
－409－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
そ
し
て
第
三
期
は
、
ほ
ぼ
第
一
次
大
戦
以
降
の
「
被
用
者
層
の
統
合
の
開
始
の
時
代
」
で
あ
る
。
第
一
期
の
労
働
者
の
存
在
形
態
は
、
低
賃
金
、
長
時
間
労
働
、
婦
人
・
児
童
労
働
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
は
じ
め
た
雑
多
な
社
会
諸
階
層
で
あ
り
、
社
会
政
策
と
し
て
は
、
労
働
者
保
護
立
法
の
初
期
形
態
を
生
み
出
し
つ
つ
も
「
工
業
化
」
以
前
か
ら
の
基
調
た
る
「
慈
善
の
原
則
」
が
温
存
さ
れ
た
。
第
二
期
は
、
み
ず
か
ら
を
「
第
四
身
分
」
と
し
て
の
一
つ
の
「
階
級
芒
a
s
s
Q
｣
と
自
覚
し
た
労
働
者
階
級
の
連
帯
時
代
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
社
会
保
険
立
法
に
集
約
さ
れ
る
一
連
の
国
家
社
会
政
策
が
登
場
し
た
。
　
し
か
し
第
三
期
に
い
た
っ
て
、
「
被
用
者
」
を
大
勢
と
す
る
労
働
者
の
「
宿
命
と
生
活
感
情
」
と
は
大
き
く
変
化
し
、
「
上
昇
す
る
実
質
賃
金
と
社
会
保
障
制
度
の
拡
大
と
は
国
民
の
す
べ
て
の
階
層
の
経
済
状
態
を
か
な
り
引
き
上
げ
て
き
た
。
」
つ
ま
り
す
べ
て
の
生
活
領
域
に
わ
た
っ
て
労
働
者
階
級
の
｛
統
合
｝
n
{
e
g
a
s
o
n
}
化
が
お
し
す
す
め
ら
れ
っ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
「
少
数
者
た
る
社
会
的
弱
者
の
た
め
の
〈
負
担
の
均
等
化
Ｈ
に
r
{
a
a
a
g
回
訃
V
と
い
う
伝
統
的
な
社
会
政
策
は
、
変
化
し
た
状
況
に
も
は
や
照
応
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
｝
今
世
紀
初
頭
以
来
の
節
々
た
る
人
口
の
高
齢
化
の
進
展
と
給
与
所
得
者
数
の
不
断
の
増
大
と
は
、
制
度
的
社
会
保
障
を
不
可
欠
な
ら
し
め
て
い
る
と
同
時
に
、
「
今
日
の
ド
イ
ッ
の
社
会
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
給
与
所
得
者
を
も
っ
ぱ
ら
単
純
に
経
済
的
弱
者
と
み
な
す
こ
と
は
も
は
や
許
さ
れ
な
い
」
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
独
立
自
営
中
産
階
級
の
一
定
層
、
と
り
わ
け
小
農
」
な
ど
は
「
経
済
的
弱
者
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
た
ん
に
被
用
者
層
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
を
視
野
に
お
さ
め
た
」
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ッ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
が
、
｛
社
会
的
構
造
政
策
S
a
a
}
e
帥
{
r
¢
k
t
u
r
p
o
}
i
k
｣
と
し
て
要
請
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
社
会
政
策
は
、
「
進
歩
し
た
産
業
国
家
に
お
い
て
国
民
の
ほ
と
ん
ど
全
階
層
を
包
含
し
て
き
た
」
の
だ
が
、
そ
の
根
本
原
因
は
、
経
済
社
会
の
み
な
ら
ず
「
現
代
人
の
存
在
様
式
と
生
活
形
態
ー
と
り
わ
け
労
働
・
職
業
・
家
族
生
活
―
－
を
も
根
本
か
ら
変
化
さ
せ
た
」
－410一一
と
こ
ろ
の
「
産
業
主
義
」
に
求
め
ら
れ
る
。
　
一
九
五
〇
年
代
な
い
し
六
〇
年
代
の
ヘ
フ
ナ
ー
に
お
け
る
、
以
上
の
よ
う
な
西
ド
イ
ツ
社
会
構
造
の
変
動
認
識
は
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
社
会
政
策
観
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
社
会
政
策
を
〈
社
会
問
題
＞
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
、
今
日
ま
で
く
り
返
し
行
な
わ
れ
て
き
た
試
み
は
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
理
解
し
え
た
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
も
、
進
歩
し
た
産
業
社
会
の
状
況
に
は
も
は
や
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
政
策
を
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
や
労
働
者
問
題
や
階
級
闘
争
や
で
説
明
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
社
会
政
策
に
旧
秩
序
保
存
の
た
め
の
道
徳
的
鎮
静
剤
な
い
し
道
具
を
見
出
し
た
り
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）
こ
と
は
、
も
は
や
古
く
さ
く
な
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ヘ
フ
ナ
ー
に
ょ
れ
ば
、
「
既
存
の
社
会
秩
序
が
そ
の
構
造
に
お
い
て
変
化
し
た
り
、
ま
た
は
新
し
い
秩
序
に
よ
っ
て
置
き
か
え
ら
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ば
あ
い
」
に
は
、
社
会
政
策
は
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
」
、
「
社
会
的
構
造
政
策
」
、
あ
る
い
は
「
本
源
的
意
味
に
お
け
る
〈
社
会
改
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
革
S
o
z
i
a
l
r
e
f
o
r
m
〉
」
、
と
い
う
形
状
を
と
る
。
　
し
か
も
そ
の
ば
あ
い
、
「
被
用
者
の
生
活
の
不
確
実
さ
、
二
度
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
二
度
の
世
界
大
戦
、
失
業
と
い
う
妖
怪
を
伴
っ
た
恐
慌
、
自
営
業
者
の
一
定
層
の
経
済
的
不
安
定
」
は
、
確
か
に
社
会
保
障
制
度
の
不
断
の
拡
張
を
根
拠
づ
け
る
が
、
「
〈
社
会
保
障
＞
の
意
味
に
お
け
る
諸
方
策
も
ま
た
、
そ
れ
自
体
だ
け
で
は
、
現
代
の
社
会
政
策
的
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
ヘ
フ
ナ
ー
に
と
っ
て
「
社
会
保
障
制
度
の
改
革
の
主
要
課
題
」
は
、
「
行
政
の
簡
素
化
」
と
か
「
行
政
の
手
法
」
と
か
に
あ
る
の
で
は
決
し
て
な
く
て
、
「
社
会
保
障
と
自
己
責
任
と
の
緊
張
の
健
全
な
調
整
」
に
こ
そ
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
既
述
の
よ
う
に
「
連
帯
性
」
と
「
補
助
性
」
と
の
二
大
原
理
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
保
障
改
革
論
に
お
け
る
核
心
的
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
原
理
が
、
も
は
や
た
ん
な
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
専
有
物
で
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
前
掲
の
－4n―
　
『
ロ
土
ア
ン
フ
ェ
ル
ス
報
告
書
』
に
お
い
て
援
用
さ
れ
つ
つ
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
社
会
保
障
改
革
論
の
一
角
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
点
に
こ
そ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
の
伝
統
系
譜
の
現
代
的
状
況
を
看
取
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
－412－
　
　
　
　
　
　
三
　
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
と
歴
史
認
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
戦
後
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
改
革
問
題
を
舞
台
と
し
て
台
頭
し
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
に
お
い
て
は
、
以
上
の
ヘ
フ
ナ
ー
の
議
論
に
代
表
さ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
秩
序
論
が
、
一
つ
の
社
会
政
策
理
論
的
分
析
装
置
を
提
供
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ば
あ
い
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
保
障
改
革
論
の
基
調
は
、
既
述
の
よ
う
に
社
会
構
造
の
変
動
認
識
に
も
と
づ
く
「
社
会
的
構
造
政
策
」
の
提
唱
に
あ
り
、
「
社
会
保
障
と
自
己
責
任
と
の
緊
張
の
健
全
な
調
整
」
を
核
心
的
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
に
お
け
る
基
礎
視
角
の
あ
り
方
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
経
済
社
会
思
想
情
況
全
般
に
か
か
わ
る
次
の
よ
う
な
二
つ
の
基
本
問
題
の
伏
在
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
「
社
会
保
障
と
自
己
責
任
－413 －
と
の
緊
張
の
調
整
」
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
の
問
題
関
心
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
経
済
政
策
の
基
調
と
し
て
周
知
の
、
「
社
会
的
市
場
経
済
d
{
e
S
o
z
i
a
l
e
M
a
r
k
t
i
r
誌
沁
ａ
ｆ
ｔ
｝
論
に
体
現
さ
れ
た
新
自
由
主
義
N
e
o
}
F
e
r
a
F
m
u
Q
の
経
済
観
と
、
ど
の
よ
う
な
思
想
的
連
関
に
た
つ
も
の
で
あ
る
の
か
、
第
二
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
を
内
包
し
つ
つ
台
頭
し
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
に
お
け
る
「
社
会
構
造
政
策
Ｌ
論
的
認
識
は
、
現
代
西
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
に
お
い
て
一
つ
の
有
力
な
地
位
を
し
め
て
い
る
、
Ｗ
・
コ
ン
ツ
エ
以
来
の
い
わ
ゆ
る
「
社
会
史
」
な
い
し
、
「
構
造
史
」
的
接
近
ル
飢
と
、
一
定
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
複
数
テ
ー
マ
を
、
問
題
限
定
的
な
本
小
論
で
い
き
な
り
取
り
扱
う
・
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
以
下
で
は
、
右
の
第
一
点
に
か
ん
し
て
は
ヘ
フ
ナ
ー
に
お
け
る
新
自
由
主
義
観
の
一
瞥
に
と
ど
め
、
雄
二
の
問
題
へ
の
接
近
の
端
緒
の
模
索
に
力
点
を
お
き
た
い
。
　
ヘ
フ
ナ
ー
は
一
九
五
九
年
一
一
月
の
エ
ェ
セ
ン
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
企
業
家
連
盟
地
方
会
議
で
、
「
新
自
由
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
論
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
ヘ
フ
ナ
ー
は
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
新
自
由
主
義
が
、
と
く
に
ド
イ
ツ
で
は
　
｛
オ
ル
ド
ー
自
由
主
義
o
r
d
o
}
F
a
a
F
m
a
｣
と
し
て
、
一
九
四
八
年
以
降
西
ド
イ
ッ
の
経
済
政
策
に
不
断
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
き
た
こ
と
、
エ
ア
ハ
ル
ト
の
「
社
会
的
市
場
経
済
」
に
表
現
さ
れ
た
こ
の
新
自
由
主
義
の
経
済
観
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
Ｗ
・
レ
プ
ケ
の
よ
う
な
「
指
導
的
新
自
由
主
義
者
た
ち
」
に
よ
る
積
極
的
肯
定
評
価
と
、
０
・
フ
ォ
ン
・
ネ
ル
ー
ブ
ロ
イ
ュ
ン
ク
や
Ｈ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ら
に
み
ら
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営
で
の
否
定
な
い
し
新
自
由
主
義
批
判
と
が
、
並
存
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
を
確
認
す
る
。
次
に
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
見
え
な
い
手
」
の
議
論
を
典
型
と
す
る
「
古
い
自
由
主
義
」
と
、
一
九
二
九
１
三
二
年
の
世
界
恐
慌
を
「
生
誕
時
」
と
す
る
新
自
由
主
義
と
を
対
比
し
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
「
明
白
な
進
歩
」
を
認
め
る
。
し
か
し
ヘ
フ
ナ
ー
に
ょ
れ
ば
、
新
自
由
主
義
に
お
け
る
自
由
競
争
作
動
の
た
め
の
理
論
的
諸
前
提
－414－
は
す
べ
て
非
実
現
的
で
あ
っ
て
、
過
去
十
年
間
の
現
実
の
「
社
会
的
市
場
経
済
」
は
「
新
自
由
主
義
の
経
済
プ
μ
グ
ラ
ム
」
か
ら
乖
離
し
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
経
済
を
「
社
会
的
市
場
経
済
」
と
呼
ん
で
き
た
こ
と
の
方
が
「
当
然
の
こ
と
」
な
の
で
あ
る
。
本
来
ヘ
フ
ナ
ー
に
と
っ
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
経
済
倫
理
に
も
と
づ
く
経
済
秩
序
は
、
一
方
で
私
有
財
産
権
と
自
己
責
任
と
に
依
拠
し
、
他
方
で
社
会
的
に
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
、
「
個
人
の
自
由
と
自
己
責
任
」
の
た
め
に
は
「
経
済
の
社
会
的
整
序
」
が
不
可
欠
な
の
で
あ
っ
て
、
「
経
済
は
一
つ
の
栽
培
過
程
で
あ
り
、
決
し
て
自
動
装
置
で
は
な
い
。
」
経
済
の
社
会
的
「
整
序
原
理
」
と
は
「
公
共
福
祉
G
e
m
e
’
n
S
o
に
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
持
続
的
経
済
成
長
の
確
保
」
と
「
大
量
失
業
の
回
避
」
と
を
課
題
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
「
経
済
の
実
際
目
的
」
を
構
成
す
る
が
、
そ
れ
は
「
た
ん
な
る
市
場
の
自
動
性
に
よ
っ
て
は
実
現
さ
れ
え
な
い
。
」
し
た
が
っ
て
「
強
力
な
国
家
」
が
、
「
経
済
の
指
導
原
理
」
と
し
て
の
「
公
共
福
祉
」
に
そ
っ
て
、
経
済
を
　
「
整
序
」
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
自
由
競
争
」
が
「
秩
序
形
成
手
段
」
と
し
て
有
効
に
作
動
す
る
で
あ
ろ
う
・
。
そ
の
意
味
で
、
た
と
え
ば
新
自
由
主
義
の
論
理
的
一
前
提
た
る
、
「
市
場
同
調
的
m
{
q
k
t
k
o
n
f
R
m
｝
国
家
介
入
の
み
の
許
容
と
は
対
立
し
て
、
「
公
共
福
祉
は
、
経
済
へ
の
非
市
場
同
調
的
介
入
を
要
求
し
う
る
し
、
将
来
も
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
Ｌ
　
以
上
の
よ
う
に
ヘ
フ
ナ
ー
は
、
新
自
由
主
義
の
理
論
と
、
「
今
日
ま
で
た
び
た
び
経
済
過
程
へ
の
非
市
場
同
調
的
介
入
を
行
な
っ
て
き
た
」
現
実
の
「
社
会
的
市
場
経
済
」
と
を
区
別
し
、
後
者
を
「
公
共
福
祉
」
概
念
か
ら
と
ら
え
て
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
区
別
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
再
吟
味
を
要
す
る
が
、
ヘ
フ
ナ
ー
に
お
け
る
「
公
共
福
祉
」
概
念
は
、
世
界
恐
慌
の
さ
な
か
に
出
さ
れ
た
ピ
ウ
ス
十
一
世
の
前
掲
回
勅
に
出
典
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
回
勅
で
は
、
「
自
由
競
争
」
は
「
経
済
の
指
導
原
煙
た
り
え
な
い
」
こ
と
、
「
公
益
」
な
い
し
「
社
会
的
正
義
」
の
害
現
の
た
め
に
強
力
な
国
家
介
入
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
が
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
来
競
争
市
場
の
実
質
的
確
保
を
究
極
課
題
と
す
る
新
自
由
主
義
を
、
ヘ
フ
ナ
ー
は
「
古
い
自
由
主
義
」
－415－
に
近
づ
け
す
ぎ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
ヘ
フ
ナ
ー
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
新
自
由
主
義
は
自
由
市
場
経
済
を
。
「
自
生
植
物
」
で
は
な
く
国
家
に
よ
る
「
栽
培
植
物
」
と
み
な
す
と
す
れ
ば
、
ヘ
フ
ナ
ー
お
よ
び
ピ
ウ
ス
十
一
世
の
「
公
益
」
原
理
は
、
国
家
介
入
の
程
度
に
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
新
自
由
主
義
の
思
想
と
政
策
課
題
と
を
容
易
に
内
に
含
み
と
み
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
新
自
由
主
義
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
の
側
の
評
価
の
分
岐
点
は
、
前
者
の
本
質
を
競
争
市
場
の
確
保
に
み
る
か
、
そ
れ
と
も
国
家
介
入
に
よ
る
そ
の
「
栽
培
」
に
み
る
か
、
に
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
は
基
本
的
に
は
、
「
自
己
責
任
」
と
「
公
益
」
原
理
と
い
う
み
ず
か
ら
の
根
本
原
則
に
お
い
て
、
新
自
由
主
義
と
の
接
続
通
路
を
内
蔵
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
既
述
の
よ
う
に
、
「
自
己
責
任
」
と
「
公
益
」
、
あ
る
い
は
「
連
帯
性
」
と
「
補
助
性
」
、
と
い
う
諸
原
理
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
に
お
い
て
個
人
と
社
会
お
よ
び
国
家
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
・
な
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
秩
序
論
の
根
本
諸
原
理
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
政
権
下
で
の
社
会
保
障
改
革
論
議
の
な
か
で
、
新
自
由
主
義
に
お
け
る
自
己
責
任
と
自
助
と
の
優
先
思
想
と
半
ば
リ
ン
ク
し
あ
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
原
理
の
徹
底
と
援
護
国
家
批
判
と
を
理
念
と
す
る
一
九
五
七
年
の
年
金
改
革
の
思
想
的
基
盤
を
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
次
に
、
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
に
お
け
る
歴
史
認
識
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
述
の
第
二
の
基
礎
的
問
題
領
域
の
模
索
に
進
も
う
・
。
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二
　
ド
イ
ツ
社
会
政
策
と
そ
の
思
想
の
歴
史
を
構
成
す
る
独
自
の
一
系
譜
と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
改
革
運
動
史
は
、
ド
イ
ツ
近
代
社
会
の
生
成
・
展
開
と
と
も
に
十
九
世
紀
初
頭
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
代
表
的
な
思
想
家
・
実
践
家
に
ょ
っ
て
担
わ
れ
形
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
個
別
代
表
者
た
ち
を
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
運
動
の
歴
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
時
代
区
分
を
ふ
く
め
て
近
代
ド
イ
ッ
社
会
経
済
史
へ
の
一
定
の
判
断
を
不
可
欠
の
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
う
・
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
・
な
一
種
の
歴
史
認
識
の
問
題
は
、
現
代
資
本
主
義
社
会
の
段
階
お
よ
び
状
況
の
把
握
様
式
と
並
ん
で
、
た
と
え
ば
十
九
世
紀
前
半
ド
イ
ツ
の
「
社
会
－418－
回
題
」
の
と
ら
え
方
に
も
影
を
お
と
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
ま
ず
ヘ
フ
ナ
ー
の
歴
史
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
既
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
十
九
世
紀
前
半
は
「
重
苦
し
い
Ｌ
、
「
受
難
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
産
業
時
代
の
労
働
者
に
か
つ
て
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
り
r
o
r
t
l
a
{
>
と
い
う
一
名
称
が
あ
て
は
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
前
世
紀
の
前
半
で
あ
る
。
｝
で
は
ヘ
フ
ナ
ー
に
と
っ
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
実
存
形
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ヘ
フ
ナ
ー
は
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
に
お
け
る
「
い
わ
ゆ
る
本
源
的
蓄
積
」
（
第
一
部
第
二
四
章
、
と
く
に
第
一
節
）
か
ら
の
引
用
に
つ
づ
い
て
、
「
し
か
し
な
が
ら
、
封
建
制
の
破
砕
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
発
生
の
唯
一
の
原
因
を
み
ょ
う
と
す
る
の
は
、
一
面
的
で
あ
ろ
う
・
。
封
建
時
代
に
も
安
全
に
守
ら
れ
て
い
な
い
広
範
な
社
会
層
た
る
乞
食
d
F
り
e
t
t
}
e
a
が
破
が
に
存
在
し
、
か
れ
ら
は
多
く
の
都
市
で
人
口
の
七
１
一
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
た
」
の
で
あ
り
、
「
産
業
時
代
の
初
期
に
は
、
乞
食
は
Ｉ
Ｉ
‐
し
ば
し
ば
警
察
権
力
に
よ
っ
て
ー
エ
場
に
運
び
込
ま
れ
た
」
、
と
み
る
。
し
た
が
っ
て
ヘ
フ
ナ
ー
に
と
っ
て
は
、
か
つ
て
（
一
九
三
一
年
）
シ
ュ
ル
ツ
ェ
ー
ゲ
ー
ヴ
ァ
ニ
ツ
（
（
y
r
r
｢
d
苫
n
S
c
h
u
l
z
e
-
G
a
v
e
r
n
i
t
z
｡
　
1
8
6
4
-
1
9
4
3
｣
が
「
工
場
が
困
窮
の
原
因
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
困
窮
が
工
場
の
前
提
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
が
共
産
党
言
言
で
言
明
し
て
い
る
よ
う
に
労
働
者
が
貧
窮
者
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
貧
窮
者
が
工
場
労
働
者
に
な
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
た
の
も
、
ー
工
業
化
に
よ
る
独
立
手
工
業
者
の
無
産
化
を
考
え
れ
ば
「
一
面
的
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
Ｉ
理
由
の
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
要
す
る
に
、
ヘ
フ
ナ
ー
に
ょ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
起
源
」
は
、
封
建
制
の
解
体
に
よ
る
農
村
過
剰
人
口
、
旧
封
建
制
下
以
来
の
都
市
の
乞
食
、
工
業
化
に
伴
っ
て
没
落
し
た
手
工
業
者
を
中
心
と
す
る
旧
独
立
自
営
業
者
、
さ
ら
に
、
医
療
・
衛
生
の
進
歩
を
一
因
と
す
る
人
口
増
大
に
よ
る
、
新
世
代
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
」
、
な
ど
の
雑
多
な
社
会
諸
階
層
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
の
本
質
」
は
、
た
ん
な
る
経
済
的
窮
乏
化
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
社
会
、
職
業
、
－419－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
宗
教
、
経
済
の
諸
領
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
「
分
解
り
l
n
{
e
9
民
呂
｝
に
こ
そ
、
存
在
す
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
ヘ
フ
ナ
ー
の
、
十
九
世
紀
前
半
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
」
認
識
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
の
起
源
を
、
社
会
構
造
の
変
動
に
伴
う
一
種
の
過
渡
期
に
お
け
る
雑
多
な
社
会
話
階
層
に
求
め
、
そ
の
本
質
を
生
活
領
域
全
般
に
わ
た
る
「
分
解
」
動
向
に
見
出
す
点
に
特
徴
を
も
つ
が
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
ヘ
フ
ナ
ー
に
固
有
の
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
た
と
え
ば
現
在
西
ド
イ
ツ
の
最
も
代
表
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
改
革
思
想
史
研
究
者
の
ひ
と
り
と
思
わ
れ
る
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ョ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
テ
グ
マ
ン
（
哨
｢
a
n
z
J
o
s
e
p
hS
t
e
g
m
a
n
n
｡
　
　
1
9
w
o
l
｣
の
ば
あ
い
を
瞥
見
し
て
み
ょ
う
。
ヘ
フ
ナ
ー
よ
り
一
世
代
若
い
シ
ュ
テ
グ
マ
ン
の
研
究
方
法
の
特
質
は
、
「
共
同
決
定
y
ヽ
[
'
{
r
s
{
'
m
m
u
品
｝
を
中
心
と
す
る
現
代
西
ド
イ
ツ
労
使
関
係
諸
問
題
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
か
ら
の
接
近
を
、
思
想
史
的
に
果
た
そ
う
と
す
る
点
に
あ
り
、
前
掲
の
『
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
原
典
集
』
第
二
巻
の
「
序
論
」
（
無
署
名
）
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
史
・
労
働
運
動
史
の
概
観
も
、
か
れ
の
諸
研
究
に
多
く
を
依
存
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
前
半
ド
イ
ッ
の
「
社
会
問
題
」
に
対
す
る
シ
ユ
テ
グ
マ
ン
の
認
識
は
、
次
の
よ
う
・
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
－
－
「
十
九
世
紀
の
社
会
問
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
工
業
化
の
結
果
だ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
…
…
。
ド
イ
ツ
の
多
く
の
地
方
で
は
、
逆
に
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
困
窮
と
悲
惨
と
は
、
ま
さ
に
発
達
し
た
工
業
経
済
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
欠
け
て
い
た
た
め
に
こ
そ
、
絶
望
的
な
ス
ケ
ー
ル
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
…
…
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
急
速
に
増
大
す
る
労
働
力
の
過
剰
に
対
し
て
、
新
し
い
仕
事
場
の
供
給
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
：
：
：
ド
イ
ツ
で
は
世
紀
半
ば
に
い
た
る
ま
で
、
一
つ
の
社
会
問
題
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
工
業
経
済
の
欠
如
に
よ
っ
て
確
か
に
引
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
な
お
尖
鋭
化
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
工
業
化
の
側
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
そ
れ
は
、
労
働
者
問
題
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
失
業
者
問
題
で
あ
っ
た
。
∧
工
場
が
困
窮
の
原
因
だ
っ
恕
の
で
は
な
く
、
困
窮
が
工
場
の
前
提
で
あ
っ
た
〉
　
〔
シ
ュ
ル
ッ
エ
‘
－420－
ゲ
ー
ヴ
ァ
ニ
ッ
ー
ー
引
用
者
】
の
で
あ
り
、
劣
悪
な
報
酬
し
か
伴
わ
な
い
わ
ず
か
な
工
場
労
働
の
可
能
性
さ
え
も
が
、
ま
っ
た
く
安
楽
と
進
歩
で
あ
る
、
と
感
じ
ら
れ
た
。
」
そ
こ
で
、
「
〈
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
吻
a
u
p
e
応
s
m
u
る
は
、
三
月
前
期
べ
R
m
i
s
の
構
造
的
失
業
の
結
果
と
し
て
の
社
会
的
窮
乏
化
が
そ
の
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
て
、
巨
大
な
う
た
い
文
句
と
な
っ
た
。
」
　
右
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
十
九
世
紀
前
半
な
い
し
中
葉
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
「
社
会
問
題
」
に
対
す
る
ヘ
フ
ナ
ー
と
シ
ュ
テ
グ
マ
ン
と
の
認
識
は
、
当
時
の
貧
民
の
工
場
へ
の
吸
引
が
警
察
権
力
に
ょ
っ
た
の
か
貧
民
自
身
の
自
発
的
意
思
に
よ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
く
い
ち
が
い
、
シ
ュ
ル
ツ
エ
か
ら
の
同
一
引
用
箇
所
へ
の
姿
勢
に
無
視
で
き
な
い
差
異
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
し
か
し
い
っ
そ
う
基
本
的
に
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
Ｌ
な
い
し
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
の
発
生
原
因
を
工
業
化
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
工
業
化
の
お
く
れ
に
求
め
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
当
時
社
会
問
題
化
さ
れ
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
あ
る
い
は
　
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
の
実
体
を
、
生
活
諸
領
域
に
お
け
る
「
分
解
」
動
向
な
り
「
構
造
的
失
業
」
な
り
に
求
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
本
来
の
工
場
賃
金
労
働
者
問
題
に
は
み
な
い
こ
と
に
お
い
て
、
両
者
の
認
識
は
符
合
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
見
解
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
史
観
に
独
自
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
別
稿
で
若
干
の
展
望
を
試
み
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
Ｗ
・
ア
ー
ベ
ル
、
Ａ
・
ミ
ュ
シ
ヒ
ガ
ン
ク
、
Ｆ
・
’
Ｗ
・
ヘ
ニ
ン
ク
、
Ａ
・
グ
ラ
七
ア
ン
、
Ｈ
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
な
ど
、
ほ
ぼ
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
経
済
史
、
経
済
思
想
史
、
社
会
政
策
史
・
思
想
史
の
研
究
諸
文
献
に
お
け
る
十
九
世
紀
前
半
ド
イ
ツ
の
「
社
会
問
題
」
の
理
解
の
仕
方
は
、
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
の
発
生
理
由
を
工
業
化
と
は
切
り
離
し
、
「
工
業
化
以
前
の
事
情
」
な
り
「
工
業
の
欠
如
」
な
り
に
求
め
る
点
で
、
大
き
な
差
異
の
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
見
方
は
、
換
言
す
れ
ば
、
十
九
世
紀
半
ば
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
の
問
題
と
、
そ
れ
以
後
の
本
来
の
「
労
働
者
問
題
」
と
を
、
本
質
的
に
区
別
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
－421－
　
　
　
　
　
　
　
　
三
西
ド
イ
ツ
社
会
保
障
改
革
論
お
ょ
び
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
の
台
頭
期
に
重
な
る
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
、
Ｗ
・
コ
－422－
ン
ッ
ェ
が
、
「
こ
の
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
低
資
金
を
伴
っ
た
若
い
工
業
の
結
果
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
る
か
に
、
増
大
す
る
過
剰
人
口
に
直
面
し
て
工
業
の
受
容
能
力
が
あ
ま
り
に
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
同
じ
く
Ｃ
・
ヤ
ン
ト
ケ
が
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
人
口
増
加
に
よ
る
労
働
力
過
剰
の
も
と
で
、
「
ド
イ
ツ
は
〔
十
九
〕
世
紀
半
ば
以
降
に
は
じ
ま
る
、
本
来
の
工
業
的
拡
大
の
時
代
に
い
た
る
ま
で
は
、
増
大
す
る
〈
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
〉
の
危
機
的
な
過
渡
的
状
態
に
陥
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
以
来
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
西
ド
イ
ッ
の
歴
史
関
連
学
界
の
多
数
意
見
を
形
成
し
つ
つ
、
一
九
七
〇
年
に
は
「
社
会
問
題
」
の
発
生
理
由
に
そ
く
し
て
｛
解
放
危
機
｝
-
m
a
n
a
p
医
o
蕊
k
l
e
の
〈
社
会
問
題
〉
」
と
「
工
業
化
危
機
r
l
d
a
t
r
E
i
Q
a
n
g
s
k
E
e
の
〈
社
会
問
題
〉
」
と
を
明
示
的
に
区
別
し
た
Ｅ
・
パ
ン
コ
ー
ケ
の
定
式
化
を
生
み
出
し
て
い
る
。
す
で
に
別
の
機
会
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
コ
ン
ッ
ェ
ら
の
問
題
視
角
は
、
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
「
社
会
問
題
」
す
な
わ
ち
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
問
題
を
、
基
本
的
に
は
「
解
放
危
機
」
、
す
な
わ
ち
「
身
分
制
社
会
」
か
ら
近
代
「
産
業
社
会
」
へ
の
社
会
史
的
変
動
を
内
容
と
す
る
世
界
史
的
「
過
渡
期
｛
‐
y
a
g
a
n
g
p
e
叱
o
d
e
｝
の
社
会
構
造
的
危
機
の
問
題
と
と
ら
え
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
旧
秩
序
の
存
立
を
根
底
で
さ
さ
え
て
い
た
旧
来
の
｡
P
o
b
e
r
'
が
、
い
っ
た
ん
「
解
放
」
さ
れ
な
が
ら
、
「
工
業
の
欠
如
」
に
ょ
っ
て
結
局
、
新
旧
い
ず
れ
の
社
会
に
も
所
属
し
え
な
い
下
層
民
す
な
わ
ち
≒
r
o
r
{
a
応
a
t
｡
。
と
し
て
、
都
市
と
農
村
と
に
広
範
に
滞
留
し
た
こ
と
を
、
「
危
機
」
の
実
体
と
み
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
・
な
見
解
は
、
歴
史
的
に
は
、
シ
ュ
ル
ッ
ェ
ー
ゲ
ー
ヴ
ァ
ニ
ッ
の
多
分
に
誇
張
を
ふ
く
む
と
思
わ
れ
る
上
掲
の
論
点
を
内
包
し
つ
つ
、
た
と
え
ば
パ
ウ
ル
・
モ
ム
ベ
ル
ト
｛
吻
呂
}
y
-
[
o
m
r
j
{
8
7
`
l
芯
3
∝
}
の
文
献
史
的
研
究
（
一
九
二
一
年
）
に
お
け
る
一
成
果
で
あ
っ
た
し
、
ド
イ
ツ
の
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
の
原
因
を
工
業
化
以
前
の
諸
事
情
と
工
業
の
不
足
と
に
求
め
た
ブ
ル
ー
ノ
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
（
∽
r
に
'
n
o
H
i
l
d
e
が
吋
a
n
R
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
６
）
}
∝
}
2
1
}
∝
7
∝
)
の
エ
ン
グ
ル
ス
批
判
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
『
農
他
制
度
論
』
の
あ
と
の
最
晩
年
の
フ
リ
－423 －
Ｉ
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
｛
F
r
r
l
c
h
L
i
s
t
｡
　
1
7
∝
?
}
∝
色
)
も
ま
た
、
「
工
場
が
貧
民
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
貧
民
が
工
場
を
生
み
出
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
リ
ス
ト
の
経
済
思
想
体
系
に
お
け
る
「
労
働
者
問
題
」
の
厳
密
な
位
置
づ
け
を
わ
れ
わ
れ
に
迫
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
前
半
ド
イ
ッ
の
「
社
会
問
題
」
に
対
す
る
、
現
代
西
ド
イ
ッ
の
歴
史
関
連
学
界
に
お
け
る
有
力
な
見
解
は
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
以
来
の
ド
イ
ツ
講
壇
の
歴
史
認
識
の
伝
統
の
温
存
を
示
唆
し
つ
つ
、
身
分
社
会
か
ら
近
代
社
会
へ
の
社
会
史
的
変
動
を
、
社
会
構
造
論
的
に
把
握
し
よ
う
・
と
す
る
点
に
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ヘ
フ
ナ
ー
お
よ
び
シ
ュ
テ
グ
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
に
お
け
る
歴
史
認
識
と
、
コ
ン
ツ
エ
以
来
の
「
社
会
史
」
的
接
近
方
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
若
干
の
見
当
づ
け
を
試
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
既
述
の
よ
う
に
十
九
世
紀
ド
イ
ッ
の
「
社
会
問
題
」
を
、
発
生
原
因
に
よ
っ
て
二
つ
に
区
分
す
る
支
配
的
見
解
は
、
前
世
紀
の
問
題
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
、
現
代
社
会
状
況
へ
の
分
析
視
角
を
伏
在
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
コ
ン
ツ
エ
ら
と
基
礎
的
認
識
方
法
を
共
有
し
つ
つ
ド
イ
ツ
の
「
工
業
化
」
を
論
じ
た
Ｗ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
］
九
六
六
年
の
論
説
で
、
十
九
世
紀
か
ら
現
代
に
い
た
る
「
社
会
問
題
」
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
Ｌ
、
�
そ
れ
以
降
第
一
次
大
戦
ま
で
の
「
労
働
者
問
題
」
な
い
し
い
わ
ゆ
る
「
社
会
問
題
」
、
旧
世
界
恐
慌
を
頂
点
と
し
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
、
｛
全
社
会
秩
序
g
e
s
a
m
t
g
e
l
e
}
F
r
f
E
l
e
o
a
d
n
¢
n
g
」
の
問
題
、
で
あ
る
。
こ
の
三
時
代
区
分
は
、
パ
ン
コ
ー
ケ
に
お
け
る
、
Ｏ
「
解
放
危
機
の
〈
社
会
問
題
〉
」
、
�
「
工
業
化
危
機
の
〈
社
会
問
題
〉
」
、
旧
「
社
会
問
題
の
構
造
問
題
S
t
r
u
k
E
r
f
ほ
g
a
へ
の
一
般
化
」
、
の
三
分
類
に
照
応
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
者
の
時
代
区
分
が
、
上
述
の
ヘ
フ
ナ
ー
に
お
け
る
三
時
代
区
分
に
符
合
し
て
い
る
点
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
さ
ら
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
パ
ン
コ
ー
ケ
と
に
お
け
－424－
る
現
代
社
会
状
況
へ
の
分
析
視
角
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
全
社
会
秩
序
」
問
題
な
り
、
「
構
造
問
題
」
な
り
の
表
現
を
と
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
ヘ
フ
ナ
ー
の
社
会
政
策
論
に
お
け
る
核
心
的
位
置
を
し
め
る
「
社
会
的
構
造
政
策
」
の
問
題
意
識
と
、
深
い
と
こ
ろ
で
一
定
の
親
和
関
係
に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
　
あ
る
い
は
逆
に
、
ヘ
フ
ナ
ー
に
代
表
さ
れ
る
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
と
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
お
よ
び
パ
ン
コ
ー
ケ
に
み
ら
れ
る
コ
ン
ツ
エ
以
来
の
「
社
会
史
」
分
析
的
問
題
視
角
と
は
、
現
代
社
会
の
構
造
的
変
動
認
識
を
基
本
的
に
は
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
両
者
は
、
同
様
の
三
時
代
区
分
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
前
半
ド
イ
ツ
の
「
社
会
問
題
」
へ
の
関
心
を
、
現
代
に
一
種
相
似
的
な
全
社
会
構
造
変
動
問
題
へ
の
関
心
と
し
て
、
共
有
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
一
八
五
九
年
に
エ
ン
グ
ル
ス
に
ょ
っ
て
、
「
〈
文
化
史
〉
の
領
域
で
の
美
文
家
的
な
落
穂
ひ
ろ
い
屋
」
と
揶
揄
さ
れ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ー
ル
｛
W
i
l
h
e
l
m
H
e
i
n
r
i
c
h
R
i
e
h
l
｡　
　
1
8
回
―
}
s
9
7
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
｛
L
o
r
e
n
N
く
o
n
S
t
e
i
n
｡
1
8
1
5
1
}
1
0
)
、
ロ
バ
フ
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
｛
Z
o
r
r
t
v
o
n
M
o
h
l
｡
1
7
9
Q
I
}
8
7
J
)
ら
が
、
十
九
世
紀
中
葉
に
ド
イ
ツ
の
「
社
会
問
藤
」
の
所
在
を
社
会
学
的
・
社
会
史
的
に
分
析
し
た
人
々
と
し
て
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
と
、
コ
ン
ツ
エ
ら
の
　
「
社
会
史
」
陣
営
と
の
双
方
か
ら
、
強
い
関
心
を
も
た
れ
再
評
価
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
看
過
さ
れ
て
は
な
る
ま
い
。
ヘ
フ
ナ
ー
の
ば
あ
い
に
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
第
三
期
た
る
現
代
は
「
被
用
者
の
統
合
の
開
始
の
時
代
」
で
あ
り
、
逆
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
第
一
期
た
る
十
九
世
紀
前
半
社
会
に
お
け
る
生
活
諸
領
域
全
般
の
「
分
解
」
動
向
が
注
目
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
と
「
社
会
史
」
的
分
析
視
角
と
が
共
有
す
る
現
代
社
会
構
造
変
動
認
識
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
右
の
三
時
代
区
分
も
示
唆
す
る
と
お
り
、
「
階
級
闘
争
の
時
代
」
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ
る
「
労
働
者
問
題
」
の
時
代
は
、
― 425 ―
終
わ
っ
た
、
と
の
認
識
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
「
全
社
会
秩
序
」
問
題
な
い
し
は
全
国
民
の
「
統
合
Ｌ
問
題
が
登
場
し
た
、
と
の
認
識
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
伝
統
的
社
会
政
策
論
に
対
す
る
一
種
の
近
代
理
論
と
し
て
提
起
さ
れ
た
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
、
ア
ヒ
ン
ガ
ー
ら
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
が
、
ま
さ
に
同
様
の
現
代
社
会
構
造
の
変
動
認
識
に
立
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や
パ
ン
コ
ー
ケ
の
歴
史
認
識
は
、
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
を
内
包
し
つ
つ
台
頭
し
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
の
広
範
な
潮
流
と
、
交
叉
し
あ
り
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
故
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ト
は
キ
ー
ル
大
学
の
社
会
学
の
教
授
で
あ
っ
た
し
、
パ
ン
コ
ー
ケ
も
エ
ッ
セ
ン
総
合
制
大
学
の
同
じ
く
社
会
学
の
教
授
で
あ
る
こ
と
は
、
示
唆
的
と
思
わ
れ
る
。
― 426 ―
－427－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
で
は
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ッ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
と
「
社
会
史
」
研
究
領
域
と
に
ま
た
が
る
、
以
上
の
よ
う
な
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
広
範
な
社
会
構
造
論
的
問
題
視
角
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
な
に
を
摂
取
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
社
会
経
侍
史
研
究
分
野
で
は
、
コ
ン
ッ
エ
以
来
の
問
題
視
角
の
受
容
動
向
は
顕
著
で
あ
り
、
す
で
に
た
ん
な
る
紹
介
作
業
を
こ
え
て
、
た
と
え
ば
、
「
考
察
方
法
と
し
て
、
最
近
の
西
ド
イ
ッ
の
社
会
史
の
問
題
意
識
と
成
果
を
で
き
る
だ
け
吸
収
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
概
念
や
術
語
を
で
き
る
だ
け
積
極
的
に
使
用
し
て
い
き
た
い
」
、
と
い
う
主
張
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
わ
が
国
の
社
会
政
策
学
界
に
お
い
て
は
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ッ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
へ
の
関
心
の
生
成
じ
た
い
が
、
前
掲
の
ご
く
少
数
の
試
み
を
例
外
的
事
例
と
し
て
む
し
ろ
今
、
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
し
か
も
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ッ
ポ
リ
テ
ィ
・
‐
・
ク
論
と
「
社
会
史
」
研
究
動
向
と
の
内
的
関
連
を
問
う
視
角
は
稀
薄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
わ
が
国
の
ド
イ
ッ
社
会
経
済
史
研
究
と
社
会
政
策
研
究
と
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
他
に
言
わ
れ
る
べ
き
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
い
っ
そ
う
基
本
的
に
は
、
戦
後
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
社
会
構
造
論
的
問
題
視
角
じ
た
い
に
包
蔵
さ
れ
た
上
述
の
よ
う
な
歴
史
認
識
が
、
現
代
資
本
主
義
分
析
の
基
礎
視
角
に
連
動
し
て
、
批
判
的
に
検
討
さ
れ
な
お
す
必
―428－
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
西
ド
イ
ツ
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ッ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
に
対
し
て
は
、
つ
と
に
、
そ
れ
が
「
基
本
的
な
資
本
制
生
産
関
係
を
完
全
に
視
野
か
ら
脱
落
さ
せ
、
資
本
制
社
会
政
策
に
か
ん
す
る
体
制
的
認
識
の
芽
を
つ
み
と
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
、
と
の
批
判
が
行
な
わ
れ
て
い
る
し
、
同
じ
く
コ
ン
ッ
エ
ら
の
「
社
会
史
」
的
接
近
に
よ
る
十
九
世
紀
前
半
ド
イ
ツ
「
社
会
問
題
」
理
解
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
必
然
的
に
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
を
近
代
的
工
業
か
ら
分
断
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
と
そ
の
主
体
と
の
前
近
代
性
を
帰
結
す
る
こ
と
に
な
り
う
る
こ
と
へ
の
疑
念
が
、
提
起
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
批
判
論
点
の
も
つ
深
い
意
味
を
把
握
し
な
お
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
な
お
そ
の
う
・
え
で
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ッ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
の
台
頭
が
提
起
し
て
い
る
現
代
社
会
政
策
状
況
の
問
題
性
と
、
「
社
会
史
」
的
分
析
視
角
に
よ
る
諸
成
果
と
を
、
批
判
的
に
継
受
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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四
　
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
史
へ
の
展
望
ｌ
結
び
に
か
え
て
　
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
は
、
一
面
で
、
既
述
の
よ
う
に
現
代
社
会
の
「
変
貌
」
認
識
に
も
と
づ
く
「
社
会
的
構
造
政
策
」
論
と
し
て
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
論
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
他
面
で
は
、
そ
の
「
社
会
的
構
造
政
策
」
論
の
根
幹
を
な
す
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
秩
序
論
、
と
り
わ
け
「
自
己
責
任
」
と
「
公
益
」
、
「
連
帯
性
」
と
　
「
補
助
性
」
、
の
諸
原
理
の
、
思
想
史
的
形
成
過
程
を
背
後
に
包
蔵
し
て
い
る
。
ヘ
フ
ナ
ー
や
シ
ュ
テ
グ
マ
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
に
も
吸
収
さ
れ
た
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
社
会
史
」
分
析
の
諸
成
果
は
、
そ
こ
に
上
述
の
よ
う
な
基
本
的
歴
史
認
識
上
の
重
大
な
問
題
性
を
漏
出
せ
し
め
な
が
ら
も
、
近
代
ド
イ
ッ
社
会
経
済
思
想
史
全
般
に
付
着
す
る
特
殊
ド
イ
ッ
的
個
性
な
い
し
後
進
的
歪
み
の
描
出
に
対
し
て
と
同
様
に
、
近
代
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
史
の
系
譜
の
諸
相
の
解
明
に
対
し
て
も
、
一
定
の
有
効
な
問
題
提
起
的
素
材
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
そ
の
一
端
を
展
望
し
て
お
き
た
い
。
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西
ド
イ
ツ
の
「
社
会
史
」
研
究
が
示
唆
す
る
、
十
九
世
紀
前
半
の
「
社
会
問
題
」
に
は
ら
ま
れ
た
特
殊
ド
イ
ツ
的
構
造
連
関
は
、
同
時
代
人
を
し
て
、
一
方
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
先
進
的
「
社
会
問
題
」
た
る
工
場
労
働
者
問
題
へ
の
絶
え
間
な
い
先
取
り
的
考
察
を
不
可
避
な
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
そ
の
先
取
り
と
は
裏
は
ら
な
ド
イ
ッ
の
現
実
の
な
か
で
一
種
の
自
己
分
裂
的
状
況
に
立
た
し
め
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
バ
イ
エ
ル
ン
の
鉱
山
技
師
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
サ
ー
ヴ
ァ
ー
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ダ
ー
（
叩
a
回
M
p
v
e
r
v
o
ﾛ
り
a
a
d
a
｡
1
7
6
5
-
1
8
4
1
)
は
、
十
八
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
体
験
に
も
と
づ
い
て
、
十
九
世
紀
初
頭
に
、
領
邦
経
済
保
全
論
と
し
て
の
一
種
の
国
民
主
義
的
経
済
論
に
ょ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
批
判
の
先
駆
を
な
し
、
そ
の
後
資
本
制
経
済
の
機
構
分
析
へ
の
胚
芽
を
さ
え
示
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
ド
イ
ッ
の
現
実
を
反
映
し
て
、
固
有
の
市
民
革
命
へ
の
展
望
を
欠
く
「
保
守
主
義
」
の
な
か
に
自
覚
的
に
身
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
八
三
〇
年
代
に
、
よ
る
べ
な
い
新
社
会
層
と
し
て
の
｛
プ
ロ
レ
テ
ー
ル
フ
o
}
e
'
a
l
」
の
、
「
市
民
」
的
社
会
へ
の
「
編
入
」
(
り
n
回
r
g
o
n
n
)
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
後
進
国
に
特
徴
的
な
、
上
か
ら
の
「
編
入
」
政
策
な
い
し
、
ひ
ろ
く
社
会
統
合
化
政
策
思
想
と
し
て
、
ド
イ
ッ
社
会
政
策
思
想
の
一
つ
の
原
初
形
態
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
「
編
入
」
が
、
啓
蒙
絶
対
君
主
と
並
ん
で
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
か
ぎ
り
、
バ
ー
ダ
ー
の
思
想
は
、
組
局
思
想
的
に
は
う
し
ろ
向
き
の
職
分
社
会
秩
序
再
建
の
方
向
に
収
斂
す
る
こ
と
に
な
っ
（
た
゜
あ
る
い
は
バ
ー
ゲ
ン
「
初
期
自
由
主
義
F
r
i
i
h
l
i
b
e
r
a
l
i
s
m
a
｣
を
ロ
テ
ッ
ク
ら
と
と
も
に
担
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
下
院
議
員
フ
ラ
ン
ツ
・
ョ
ー
ゼ
フ
・
プ
ス
｛
F
r
a
n
z
J
o
s
e
p
hB
u
B
｡
　
　
1
∝
o
?
}
∝
7
き
の
ば
あ
い
に
は
、
バ
ー
ダ
ー
と
同
様
に
先
進
諸
国
の
工
場
労
働
者
問
題
に
触
発
さ
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
エ
場
法
（
一
八
三
九
年
）
に
先
立
っ
て
一
八
三
七
年
に
包
括
的
国
家
社
会
政
策
立
法
の
必
要
を
論
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
立
法
提
案
が
三
月
前
期
西
南
ド
イ
ッ
の
小
生
産
者
的
「
市
民
社
会
」
論
の
一
産
物
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
、
こ
の
「
初
期
自
由
主
義
」
の
挫
折
と
と
も
に
、
若
き
ブ
ス
の
「
市
民
社
会
」
理
念
と
後
半
生
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
－431 －
ク
理
念
と
が
ブ
ス
自
身
の
な
か
で
分
裂
す
る
。
　
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
固
有
の
社
会
政
策
思
想
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ゲ
ル
マ
ン
的
職
分
共
同
体
社
会
論
と
し
て
、
一
八
六
〇
年
代
末
に
ケ
ッ
テ
ラ
ー
に
ょ
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
多
数
の
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
史
研
究
諸
文
献
の
劈
頭
に
通
常
二
人
の
先
駆
者
と
し
て
位
置
を
し
め
て
い
る
バ
ー
ダ
ー
お
よ
び
ブ
ス
か
ら
、
ケ
ッ
テ
ラ
ー
ま
で
の
距
離
は
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
バ
ー
ダ
ー
が
問
題
と
し
た
も
の
は
、
基
本
的
に
は
十
九
世
紀
前
半
の
、
身
分
社
会
か
ら
近
代
社
会
へ
の
社
会
史
的
変
動
に
伴
う
過
渡
期
の
流
民
と
し
て
の
「
プ
ロ
レ
テ
ー
ル
」
の
、
社
会
へ
の
「
編
入
」
で
あ
っ
た
が
、
ケ
ッ
テ
ラ
ー
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
手
工
業
部
門
の
不
断
の
再
生
と
温
存
と
の
史
的
陰
影
を
包
蔵
し
な
が
ら
も
、
本
質
的
に
は
す
で
に
十
九
世
紀
後
半
の
労
働
者
問
題
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ブ
ス
は
、
工
場
労
働
者
問
題
を
早
熟
的
に
取
り
扱
い
、
工
場
労
働
者
の
経
済
的
自
立
化
す
な
わ
ち
「
教
養
と
財
産
」
の
所
有
者
化
を
志
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
か
れ
に
と
っ
て
の
問
題
の
核
心
は
、
バ
１
デ
ン
に
お
け
る
本
格
的
工
業
化
の
開
始
と
と
も
に
動
揺
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
小
生
産
者
的
「
市
民
社
会
」
の
中
核
た
る
手
工
業
者
層
の
保
全
に
帰
着
す
る
。
し
か
も
そ
の
保
全
論
が
西
南
ド
イ
ッ
「
初
期
自
由
主
義
」
の
「
市
民
社
会
」
論
に
さ
お
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
、
ブ
ス
の
基
本
理
念
は
、
ケ
ッ
テ
ラ
ー
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
的
職
分
共
同
体
社
会
論
と
は
断
絶
し
、
む
し
ろ
た
と
え
ば
、
ブ
ス
と
と
も
に
西
南
ド
イ
ツ
「
初
期
自
由
主
義
」
の
一
翼
を
担
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
に
お
け
る
後
年
の
社
会
自
由
主
義
的
｛
法
治
国
家
｝
″
e
l
t
気
a
i
｣
構
想
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
と
は
無
縁
に
自
己
の
一
つ
の
転
化
形
態
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
ケ
ッ
テ
ラ
ー
自
身
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
の
形
成
じ
た
い
も
、
一
挙
的
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ブ
ス
を
一
体
現
者
と
す
る
三
月
前
期
の
小
生
産
者
的
「
初
期
自
由
主
義
」
の
挫
折
の
の
ち
に
出
発
し
た
ケ
ッ
テ
ラ
ー
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
三
月
革
命
の
さ
な
か
に
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
所
有
権
論
の
再
興
（
こ
の
点
で
は
バ
ー
ダ
ー
が
ケ
ッ
テ
－432 －
ラ
ー
に
先
行
し
た
）
に
よ
っ
て
私
有
財
産
権
を
承
認
し
、
こ
れ
の
濫
用
（
「
自
由
主
義
」
）
と
こ
れ
の
廃
絶
（
「
共
産
主
義
」
）
と
の
両
面
の
敵
へ
の
闘
争
を
宣
言
す
る
。
次
に
、
六
〇
年
代
前
半
に
は
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
（
哨
e
r
d
-
n
a
n
d
L
l
a
{
y
}
∝
a
l
}
∝
6
{
}
の
「
賃
金
鉄
則
」
お
よ
び
「
労
働
者
生
産
組
合
勺
r
o
d
u
k
｛
{
v
a
s
S
s
-
a
t
'
o
ﾛ
｝
の
主
張
に
心
酔
し
、
六
〇
年
代
末
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
最
後
に
、
労
働
者
の
「
団
結
」
の
擁
護
と
労
働
者
保
護
立
法
の
主
張
を
展
開
す
る
に
い
た
る
。
そ
の
過
程
は
、
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
運
動
史
に
お
け
る
、
「
魂
の
改
革
」
す
な
わ
ち
カ
リ
タ
ス
か
ら
国
家
社
会
政
策
へ
の
推
転
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ケ
ッ
テ
ラ
ー
に
お
け
る
社
会
政
策
思
想
の
完
成
形
態
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
職
分
社
会
秩
序
論
に
、
古
ゲ
ル
マ
ン
的
「
自
治
Ｌ
お
よ
び
「
公
生
活
へ
の
参
加
」
の
理
念
が
接
合
さ
れ
融
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
「
団
組
権
」
擁
護
論
も
、
身
分
制
的
・
職
能
団
体
的
社
会
秩
序
論
の
近
代
的
一
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ケ
ッ
テ
ラ
ー
と
親
交
の
あ
っ
た
若
き
ル
ー
ョ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
　
（
L
と
o
ま
r
e
n
{
自
o
｡
}
∝
μ
‐
芯
3
}
)
は
、
後
年
、
ケ
ッ
テ
ラ
ー
は
雇
主
と
同
等
の
権
利
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
志
向
と
は
相
容
れ
な
い
、
ま
っ
た
く
家
父
長
的
見
解
を
も
っ
て
い
た
の
に
、
自
｝
分
は
当
時
は
そ
の
こ
と
に
ま
だ
気
づ
か
な
か
っ
た
、
と
述
懐
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
ケ
ッ
テ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、
労
働
者
保
護
立
法
の
要
請
は
、
労
働
者
の
自
助
の
た
め
の
最
低
限
の
確
保
を
意
味
し
、
国
家
権
力
の
濫
用
の
忌
避
と
各
種
職
能
団
体
の
「
自
治
」
の
保
障
の
要
求
に
こ
そ
、
ケ
ッ
テ
ラ
ー
の
社
会
政
策
思
想
の
一
つ
の
核
心
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
思
想
は
、
私
有
財
産
権
の
承
認
と
と
も
に
、
そ
の
後
ド
イ
ッ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
の
地
下
水
脈
を
形
成
し
、
一
八
九
一
年
の
教
皇
レ
オ
十
三
世
の
社
会
回
勅
｝
″
e
r
o
m
n
o
べ
a
u
m
を
経
て
、
ピ
ウ
ス
十
一
世
の
前
掲
回
勅
に
お
い
て
、
「
連
帯
性
」
と
「
補
助
性
」
と
の
二
つ
の
原
理
に
集
約
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
は
、
「
職
能
団
体
的
秩
序
の
再
建
が
社
会
政
策
の
目
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
、
と
規
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
意
味
で
は
、
バ
ー
ダ
ー
に
お
け
る
職
分
社
会
秩
序
－433 －
再
建
論
が
、
そ
の
ロ
マ
ン
性
と
反
動
性
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
思
想
史
の
う
え
で
は
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
同
時
に
、
「
市
民
」
的
社
会
へ
の
「
プ
ロ
レ
テ
ー
ル
」
の
「
編
入
」
と
い
う
、
バ
ー
ダ
ー
が
い
ち
は
や
く
み
ぬ
い
た
時
代
の
問
題
は
、
社
会
統
合
化
政
策
思
想
の
一
原
型
を
生
み
出
し
つ
つ
、
当
面
、
三
月
革
命
前
夜
に
た
と
え
ば
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
や
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
エ
メ
・
フ
ー
バ
ー
｛
V
i
c
t
o
r
A
i
m
e
H
μ
r
r
ﾞ
}
∝
0
0
ﾑ
∝
ふ
9
）
に
よ
っ
て
も
引
き
継
が
れ
も
し
た
の
で
あ
っ
て
、
前
者
の
「
社
会
的
王
政
」
論
も
、
後
者
の
福
音
主
義
的
協
同
組
合
構
想
も
、
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
問
題
を
他
山
の
石
と
し
て
、
有
産
者
と
無
産
者
と
の
対
立
の
克
服
を
社
会
改
良
に
求
め
た
「
社
会
保
守
主
義
S
o
z
i
a
l
k
o
n
s
e
r
v
a
t
i
-
v
i
s
m
S
｣
の
表
出
例
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
政
策
論
の
］
源
泉
と
し
て
の
バ
ー
ダ
ー
の
社
会
改
革
思
想
も
、
こ
の
ド
イ
ッ
「
社
会
保
守
主
義
」
の
広
範
な
諸
潮
流
の
な
か
に
独
自
の
位
置
を
し
め
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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